




















成 11 年（1999 年）に赤十字病院など赤十字施設におい
て「救護員としての赤十字看護師研修」（日本赤十字社，








































































































































災害救護活動」として d-ERU（domestic Emergency 
Response Unit）の展開、トリアージなど実際の救護活
動に即した内容が実施されている。これらの演習は、全
研修時間 90 時間のうち約 37%を占める。また、研修で
は、日本赤十字社社長が認定する「こころのケア指導者
養成研修」が含まれており、20 時間の研修の後は、日
本赤十字社社長が認定する「こころのケア指導者」の認
定証が発行され、各施設において「こころのケア研修」
での活躍が期待されている。このような研修内容から
「赤十字専科」の受講定員は 25 名と少数である。
Ⅳ．おわりに
　基礎看護教育卒業後、看護師を対象とした赤十字の救
護員に関する研修について、各赤十字施設、および研修
センターで実施されている研修を紹介した。本稿で紹介
表４　「赤十字専科」内容
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した災害に関する研修は看護師に限定された研修ではあ
るが、その基盤には日本赤十字社の職員すべてが救護員
として一定の基礎的な研修を受け災害救護にあたるとい
う考えがある（日本赤十字社，1999）。昨年の東日本大震
災では、災害各期に赤十字DMAT（Disaster Medical 
Assistance Team）、救護班として多くの日本赤十字社
職員が活躍した。災害における救護員は、日本赤十字社
創設者である佐野常民が救護員として女性が適している
ことから看護師の養成を開始した（吉川，2001，p．144）。
しかし、日本赤十字社の災害救護活動では、救護班や他
の役割をもって活動する職員、そして広域、都市型など
災害の様態が変化し災害救護に参加する組織も出現して
いることから円滑なチームワークにより災害救護活動を
行うために、今後看護師と他職種との統合された研修も
想定されるであろう。
　また、赤十字施設の看護師は長年にわたり日本赤十字
社の救護活動に従事してきた。この中で培ってきた経験
に存在する災害救護、災害看護に関する知識・技術を明
らかにし、研修や教育に活かすことが必要であろうと考
える。
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